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験の場合は回折斑点の移動の仕方が特殊であるため 1 つのパラメータβのみで記述することができた｡ ♂
の意味は, その値が 0 の場合は積層欠陥を含まない完全な基本構造を表わし, βの値が増加するに従って
積層欠陥の軒度が増し, 次第に六方糖密格子型に近づくようなもので,β-1は六方杭密格子型の完全結
晶の状態を表わす｡
βの値と回折斑点の移動量 (計算値) との関係を表わすグラフをつ くり, これを用いて移動量の観測値








この事実から Cu-A l の β′マルテンサイトは, 試料が大きい場合は変態の際周囲から受ける拘束が大r
きいためより安定な構造と考えられる六方桐密格子型にはなり得ず斜方格子となっているが, 薄膜試料の
場合は拘束が小さいため安定な格子型に近づくということが推論されている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
拡散を伴う相変態に対してこれを伴わない柏変態, すなわちマルテンサイト変態が存在するということ
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